
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ４ 月 ３ 日 
教育委員会事務局学校経営支援課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

公益財団法人安藤スポーツ･食文化振興財団と 

「部活動の地域連携・地域移行に資する 

指導者養成に関する連携協定」を締結します 

横浜市教育委員会では、持続可能な部活動を目指し、様々な取組を

進めております。 

このたび、公益財団法人安藤スポーツ･食文化振興財団 (理事長：安

藤 宏基、以下 安藤財団) と横浜市教育委員会は、令和７年３月 25 日

に連携協定を締結し、横浜市立中学校で活躍する部活動指導員及び部

活動顧問の教職員を対象に、指導者養成の支援メニューを提供するテ

スト事業「安藤財団コーチングアカデミー ～未来のブカツを育てる指

導者養成プロジェクト～」を実施します。 

１ 経緯 

２ 主な連携協定内容 

公立中学校の運動部活動は、スポーツ振興に重要な役割を果たしてきましたが、少子化や教

職員の働き方改革等により、従来の運営体制では維持が難しくなっています。 

今回、安藤財団がもつスポーツ振興の実績とノウハウを生かし、横浜市がかかえる部活動の

課題解決に向け、今回の連携協定をする運びになりました。 

１ 指導者向け研修会の実施及び資料の開発 

２ 競技指導者資格の取得促進 

 

連携協定締結日：令和７年３月 25 日 

連携協定 
ⅰ 部活動指導員研修の向上・開発 

ⅱ 部活動指導員の指導力向上 

ⅲ 部活動指導員資格取得促進 

ⅳ 研修室等の会場確保 

ⅴ 他機関との連携 

ⅰ 部活動地域移行連携への参加 

ⅱ 指導者育成モデルの確立 

ⅲ 各競技団体との連携強化・資格促進 

ⅳ スポーツ庁や各機関との連携促進 

ⅴ 青少年の心身の健全な育成 

裏面あり 



お問合せ先 

教育委員会事務局学校経営支援課長 熊切 隆 Tel 045-671-3265 

参考 公益財団法人安藤スポーツ・食文化振興財団について 

３ 主な支援概要 

「食とスポーツは健康を支える両輪である」という理念のもと、国民特に青少年のスポーツ振

興を支援し、また食品科学の発展や発明心の涵養、食育を促進させる事業を行い、もって心身

ともに健全な青少年の育成と食文化の向上に寄与することを目的に日清食品創業者の安藤百

福氏が 1983 年に設立。 

◇指導者基礎ナレッジ研修◇
近年の中学生を指導する上での、適切なコミュニケーションや安全管理などの重要知識を体系的に

学習する集合型の座学研修会。この研修会をベースにした内容をｅラーニングコンテンツとして開発

し、オンデマンドに活用します。 

実施日：令和７年 4 月 26 日（土）  

会 場：安藤百福発明記念館 横浜 ５階イベントホール（横浜市中区新港 2-3-4） 

対 象：横浜市立学校で指導する部活動指導員等 

内 容：中学生を指導するための基礎知識 ＊体罰・ハラスメント・不祥事防止・緊急対応等 

連携協定のイメージ 

◇競技指導者資格の取得促進◇
競技指導に必要な基本的知識・技能を身につける指導者資格取得講習会の開催を支援。（公財）日本

陸上競技連盟、（公財）日本バスケットボール協会と連携し、陸上競技は「JAAF 公認スタートコーチ

(日本スポーツ協会公認陸上競技スタートコーチ）」バスケットボールは「JBA 公認 E 級コーチ」及び

「JBA 公認 D 級コーチ」の取得を支援します。

① （公財）日本陸上競技連盟 公認スタートコーチ資格

② （公財）日本バスケットボール協会 公認Ｅ級・Ｄ級ライセンス


